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「社会情報学部」を想う








































































































































































































































302  Feb.2017社 会 情 報
る．少人数教育によるクラス編成のもとで，
ある程度の時間の確保がなされれば，一般に
は少しでも質の高い教育を提供しようと授業
内容や授業方法に磨きをかけることが期待さ
れるが，もはやその努力もペナルティーの対
象となるらしい．私立大学の経営の立場から
効率化を目指すことに異論はないが，大学と
して教育の質を低下させることなく提供する
ことができなくては意味がない．教育の質を
保証することなしに過剰な授業コマ数を担当
させることは，質を落とした粗悪品を商品と
して販売するようなものである．そのような
商品は結果的に消費者の心を掴むことなく，
市場から消える運命をたどることになるかも
しれない．社会にとって存在価値のないもの
になってしまうのである．当時の社会情報学
部では，教員の担当コマ数は週４コマが上限
とされ，これを堅持していた．そのため，少
しでも質の良い授業を提供するための準備や
創意工夫をする時間は確保されていた．教育
の質を尺度で表すことは難しいが，少なくと
も質の良い講義をしている，と教員であれば
自信を持って言いたいものだ．
おわりに
社会情報学部は，私が大学教員として研究
者として多くことを学び，多くのことを経験
した場所である．いま想えば，在籍した８年
間は多忙で大変ではあったが，それでも貴重
な出来事の連続であった．社会情報学部で得
たことを少しでも今後に生かせるよう努めて
いきたい．そして，社会情報学部の運営と発
展に携わってきた多くの方々に心から感謝し
たい．
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